
- 97 - 

４ 市民協働事業 提案制度 

 
市制施行 10周年記念事業 
個別事業実施計画書 

 

事 業 名 
国営公園の敷地を活用した安曇野の美しい田んぼの風景と 

その周囲岩原地区の自然や伝統文化を残しながら 
コミュニティーレクリエーションを開発する市民協働活動 

事業区分 4 市民提案事業（協働） 

事 業 費 

節 節名称 予算額（千円） 主な内容 
8 報償費 130 機材提供謝礼、イベント参加謝礼 
11 需用費 30 印刷製本費 
14 使用料 50 会場使用料 

    
予算合計 210  

実 施 日 平成 27年 4月～12月 会 場 国営アルプスあづみの公園 
実施主体 岩原の自然と文化を愛し守る会 課・事務局 政策経営課 

趣 旨 

 公園の田を活用して、市民参加によるはぜ掛け風景の保全と文化の伝承

を図る。また、はぜ掛け風景づくりを通じたレクリエーションを企画し、

市内から募った参加コミュニティ団体の行事の一環として寄与する。 
 将来的には国内外の観光客に向けた安曇野の田園風景の PR として活用
する。 
【対象者     市民、市内コミュニティ団体 】 
【参加見込人数  人 】 

内 容 

 コミュニティ団体参加のもと、国営公園の一角をはぜ掛け風景のスポッ

トとして再現し、米作りを通じた「安曇野らしいコミュニティレクリエー

ション」を作り上げ、交流を図る。 
 

実施時期 内 容 
5月 田植え行事 
9月 稲刈り行事 

随 時 
「なおらい」、「お小昼」のひととき 
野生生物とのふれあい 

  

 
 
 
 
 
 

備 考  
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市制施行 10周年記念事業 
個別事業実施計画書 

 

事 業 名 安曇野市合併 10周年記念「ふるさと再発見リレーウォーク」 

事業区分 4 市民提案事業（協働） 

事 業 費 

節 節名称 予算額（千円） 主な内容 
11 需用費 679 参加者資料、昼食原材料費及び消耗品 

12 役務費 65 参加者保険料 
13 委託費 179 送迎バス運転業務委託 

    

予算合計 923  

実 施 日 
平成 27年 10月 31日 

11月 3日  
会 場 市内 

実施主体 
安曇野市、 

NPO安曇野ふるさとづくり応援団 
課・事務局 地域づくり課 

趣 旨 

安曇野市内外の皆さんが安曇野を散策し、地域の資源の再発見と相互の交流を図るた

め、「ふるさと再発見ウォーク」を開催する。このことから、安曇野市の一体感の醸

成を図るとともに、観光振興や市民の健康づくりに寄与する。 
【対象者  安曇野市民及び市外の皆さん 】 
【参加見込人数  300 人 】 

内 容 

明科支所を起点に穂高支所、堀金支所、三郷支所を経由し市役所まで 2 日間で 24.5
㎞をウォーキング。 
コース内に複数のチェックポイントを設置し、NPO が歴史、文化について説明、ま
たクイズを行う。 
昼食にはぬかくどご飯のおにぎりときのこ汁を提供する。 
■１日目 A 穂高支所（昼食） ⇒ 堀金支所（穂高 10：00集合ぬかくど体験） 
     B 明科支所 ⇒ 穂高支所（昼食） ⇒ 堀金支所（堀金 8：30集合） 
■２日目 C 三郷支所（昼食） ⇒ 本庁舎（三郷 10：00集合ぬかくど体験） 
     D 堀金支所 ⇒ 三郷支所（昼食） ⇒本庁舎（本庁舎 8：30集合） 
※各コース 150人 
※全コース 9：00～9：30スタート 

ACコース 12：00～13：00、BDコース 15：00～16：00ゴール 
【予算】 
米 600人×1合＝600合（≒90㎏） ＠4,000/10kg×9×1.08＝38,800円 
塩、ラップ、箸、使い捨ておわん代  20,000円 
きのこ汁  20,000円 
運転代行委託 （＠15,500×5台×2日＋保険料 1,000×5人×2日）×1.08＝178,200円 
資料代  ＠1,000×600人＝600,000円 
レクリェーション保険 ＠100×600人×1.08＝64,800円    計  921,800円 

備 考 
次年度以降、協働事業として継続を希望する場合、地域づくり課が主管課としてテー

マを設定するには厳しいと考える。 
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市制施行10周年記念事業 

個別事業実施計画書 

 
 

事 業 名 安曇野市芸術文化のステージ発表会 

事業区分 4 市民提案事業（協働） 

事 業 費 

節 節名称 予算額（千円） 主な内容 

    

    

    

    

予算合計 0  

実 施 日 平成27年9月 会 場 穂高交流学習センター「みらい」 

実施主体 
安曇野市芸術文化協会 

連絡協議会 
課・事務局 生涯学習課 

趣 旨 

 市政施行10周年を契機に各地域の芸術文化協会が一堂に会しステージ発

表を行う。 

 できればこれを契機に安曇野市芸術文化協会の発足につなげたい。 

【対象者           市民一般】 

【参加見込人数        200人 】 

内 容 

 各地域の芸術文化協会からステージ発表を希望する団体を募り、市民を招

き安曇野市の芸術文化協会のステージを楽しんでもらう。 

 

 予想される施設使用料（１日使用の場合） 

施設設備名 金額 施設設備名 金額 

ホール 12,700円 照明一式 10,200

楽屋3部屋 2,130円 放送施設 4,500

司会台 300円 マイク２本 3,000

移動観覧席 3,000円 ピアノ 9,000

音響反射板 10,500円 合計 55,330円 

 ※使用料減免に関する減免率の基準 区分７に適用すれば100分50の金

額になる。55,300円×100分の50＝27,660円 

備 考 
安曇野市又は教育委員会が共催する場合は、使用料は100分の100減免と

なり使用料は発生しない。 
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 市制施行10周年記念事業 
個別事業実施計画書 

 

事 業 名 安曇野市子ども文化祭 

事業区分 4 市民提案事業（協働） 5 特別事業 

事 業 費 

節 節名称 予算額（千円） 主な内容 

８ 報償費 30 参加記念品 

11 需要費 91 消耗品、ポスター印刷 

14 使用料及び

賃借料 
184 音響機器一式 

    

予算合計 305  

実 施 日 平成27年11月28日 会 場 穂高交流学習センター「みらい」 

実施主体 安曇野市教育委員会 課・事務局 生涯学習課 

趣 旨 

・安曇野市内の子ども達が一堂に会し、日頃行っている活動を自由な発想 
で発表、展示することを目的とする。 

・保育園児から高校生くらいまでを参加対象とするが、子どもが楽しめる 
 内容であれば大人の参加も可能とし、異年齢、世代交流を図ることも目 
 的とする。 
 
 
【対象者  主に保育園児から高校生  】 
【参加見込人数       ２００人 】 

内 容 

・吹奏楽、楽器演奏、バンド、ダンス、その他パフォーマンスのステージ 
発表（ステージ発表は１グループ３０～４０分を目安とする） 

・書道、絵画、写真、陶芸、華道、茶道、その他制作物の展示発表 
・投票制を設け、最優秀賞、特別賞等になった団体または個人に、賞状 
 及び副賞を贈呈する。 
・開催時間は、午前１０時から午後４時までの計６時間位とする。 

備 考 
・市民協働提案事業「安曇野市子ども学芸クラブステージ発表会」を含め

た形で実施していきたい。 



- 101 - 

市制施行 10周年記念事業 
個別事業実施計画書 

 
 

事 業 名 あづみのフィルムアーカイブ事業 

事業区分 市民提案事業（協働） 

事 業 費 

節 節名称 予算額（千円） 主な内容 
13 委託料 3,780 

8 ㎜フィルムデジタル化 映像編集 
公開    

   
    
予算合計 3,780  

実 施 日 
平成 27年 6月～ 
平成 28年 3月 

会 場 全市 

実施主体 
あづみのフィルム 
アーカイブ事務局 

課・事務局 文化課 

趣 旨 

 安曇野に眠る 8ミリフィルムを地域の映像資料として、次世代に繫いで

いくことを目的とする。 
 市民の視点から見た安曇野を作品化することで地域に親しみを持つこと

ができるようになり、映像を通して世代間の交流を促していく。 
【対象者      全市民 】 
【参加見込人数   ５０人 】 
※8mm映像の提供者は50人程度と思われるが、実施してみないとわからない。出

来上がった作品の試写は、様々な場所で市民提供が可能である。 

内 容 

 かつて営まれていた安曇野市の暮らしや文化風習を映像で蘇らせる。参

加するのは市民の方々。家庭で撮影された 8ミリフィルムを中心とした「映
像」を収集。安曇野に暮らす方々のインタビューによる「言葉」の収録。

唱歌等、地元の小中学校の皆さんたちの声による音楽の録音。 
安曇野に暮らす方々による安曇野の方々のための地域参加型の地域映画の

制作を行う。収集した映像、音源は地域資料として活用していく。 

備 考 

・旧町村時代に古写真は集めた経緯があるが、動画収集はしていない。8
ミリフィルムは戦後～昭和 40 年代の地域の風景が映されている可能性が
あり、貴重な記録資料となり得る。 
・8 ミリフィルムをデジタル化することで、誰もが見られる動画として蘇
り、市民向けには、編集した映像の公開ができ、博物館ではアーカイブ資

料としての蓄積が期待できる。 


